
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月２８日（土）、伝統行事「葉山登山」を実施することができました。 

６年生は葉山奥の院、５年生は葉山山頂神社、４年生はロボット雨量計跡地、３年生はおけさ堀、１・

２年生は大石沢を目的地に、山岳会や地域の先生方、保護者のご協力をいただき実施できました。 

５月１３日（金）には、「葉山塾」として、    様に３年生を、    様に４～６年生をご指導

いただきました。誠にありがとうございました。また、５月２３日（月）には下見隊による下見登山、

雪が多かったそうです。加えて、当日ご指導いただいた    様も５月２６日（木）に下見をしてく

ださり、    様には無線をお手配いただくなど、準備を進めてきました。 

こうして迎えた当日、絶好の登山日和と思われましたが、お昼前からの風雨で、５・６年生は、葉山

神社と奥の院には到達できませんでした。残念でしたが、全員無事に下山することができました。その

ほかの学年は、昼食などを臨機応変に対応して、予定を達成することができました。 

ご協力いただきました，    様，    様，    様，    様（長井山岳会），    様

（地域おこし協力隊），ＰＴＡ執行部はじめ保護者の皆様に心から感謝申し上げます。 

あと一歩のところでの途中下山にはなりましたが、葉山の自然環境と登山の仕方、安全な行動や状況

に応じた行動を学ぶことができた貴重な経験だったと思います。 

皆様のお力を合わせて実施できた登山です。皆様に改めて深く感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

１・２年生          １・２年生          ３ 年 生 

 

 

 

 

 

 

 

４ 年 生          ５ 年 生          ６ 年 生 

長井市立西根小学校 

学校だより第４号 

令和４年６月２日 

「刻歩極頂」（こくほきょくちょう） 一歩一歩の歩みを大切に 頂上にたどり着く 
長井市初代名誉市民 孫田 秀春 博士 揮毫 



 

 

 

1 水 芸術鑑賞教室 11 土 P２学年行事 

西置賜地区陸上大会 

21 火 ４年山形見学 

2 木 クラブ活動 12 日  22 水 ２年町たんけん 

3 金 土砂災害避難訓練 

尿検査 

13 月 ブラッシング指導 23 木 ３年市内めぐり 

4 土 P１学年行事 14 火 幼保小連携会議 24 金 ALTalk Day 

5 日  15 水  25 土 参観日 

6 月 プール開き（昼休み） 16 木 歯科検診 26 日  

7 火 ５年宿泊学習（～８日） 17 金  27 月 6/25 の振替休業日 

8 水  18 土 （地区中体蓮） 28 火  

9 木 いなほ号 19 日 （地区中体蓮） 29 水 尿検査（二次） 

10 金 月例テスト（国） 

委員会活動 

20 月  30 木 ６年修学旅行 

（～7/1） 

＜御 礼＞ 

 西根地区老人クラブ連合会様より、タオル約１００枚いただきました。有効に活用させていただき

ます。誠にありがとうございました。 

 「緑の募金」に １１，０９７円 集まりました。誠にありがとうございました。学校で市役所に

お届けいたします。 

 

＜ミニコラム＞ 子どもの心とことばを育てるために（その２） 

話したことばを受け止め復唱すること 
 ことばが芽生え始めた頃の子ども達は、「ことばを話す力」よりも「聞いて理解する力」の方が

先に発達しています。そのため、うまく話せなくていらいらしたり、ことばより先に手が出たり

します。そこで、子どもが不明瞭な発音で話しても、あるいは吃って話しても、立派なことばと

して認めることが、子どものことばの発達を促すうえでとても大切です。 

「タタナ（さかな）」などと誤った発音で話してきた時は、「そう。さかななのね。」と言ってあ

げるのが適切です。「そう」と言って、発音が誤っていても話したことを認めてから、正しい発音

で印象的に聞かせてあげます。そうすれば、正しい音を聞き分ける耳が育つとともに、話す意欲

が育ちます。話す意欲が育てば話す量が増え、それは話す練習量が増えることになります。 

吃音の場合でも、話し方を注意するのではなく、話した内容を受け止めることがまず大切です。 

話したことばを受け止めて、復唱してあげること。これは、発音や話しことばを育てるうえで

基本中の基本。大切にしていきたいと思います。 

 しかしながら、このことは、ことばが芽生え始めた頃の子ども達に限ったことではありません。

親子の会話でも大切ですし、夫婦の会話でも大切ですし（書きながら反省！）、同僚との会話でも

大切だと思います。 

このことは、会話の UD（ユニバーサルデザイン）だろうと私は考えています。 


